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１． 研究計画の概要 

本研究の目的は、南アジアにおける女子
教育及び女性のライフコースについて、ジ
ェンダーの視点から総合的な現地調査を実
施し明らかにすることである。 

南アジアにおける女性の現状について、
地球規模でこの地域を位置づけ、この地域
の類似性に着目して論じる。また、最近の
国別に実施されている女性関連の社会的諸
政策や実際の取組み状況について論じる。
それと同時に、宗教別、地域別、階層別な
どによる人々の生活の多様性にも着目し分
析を試みる。 

主たる研究方法は、現地で関係諸機関で
の情報収集、学校訪問などによる聞取り調
査などのほか、女性への聞取り調査や民家
訪問による生活調査である。 
 
２． 研究の進捗状況 
（１） 調査国の変更について 
 申請時の計画では、南アジア地域の特に
パキスタンとネパールの 2ケ国について現
地調査を実施し、両国を比較検討する計画
であった。しかし、研究期間の中間段階（2
年間の終了時）で、当初の計画通り現地調
査を実施することは困難と判断し、調査対
象国の変更をせざるを得なかった。主たる
理由は、両国ともに政情が不安定な状態で、
特にパキスタンは危険さが増す傾向があ
り、現地調査には危険が伴うためである。 
 
（２） これまでの調査概要・成果 
① １年目 

南アジアの都市部において、最近の社会

的な取組みや女子教育の現状及び女性の生
活状況について現地調査を実施した。調査地
はインド北部のデリーとボパール及びネパ
ール・カトマンドゥ盆地である。特にインド
の都市部では社会的な変化が急激な進行中
であった。インド・デリーでは南アジア全体
及びインド全体について基本的な情報を収
集した。 
② ２年目 
南アジア北部の農村部・山間部において女

性の生活実態や教育状況について現地調査
を実施した。調査地は国別・宗教別などの要
因に着目し、インド・ウータラカンド州、ブ
ータン、ネパール北東部である。 

３ヶ国とも国レベルの政策として女子教育
を推進するプログラムが実施されている。識
字率や就学率をアップする取組みは、山間部
の隅々の地域まで実施されており、教育状況
が近年、急激に改善していることが明らかと
なった。しかし、山間部の教育を保障するに
は、教員不足、子どもが親元から離れ寮・下
宿生活を強いられる、親の貧富の差により子
どもの教育に差異が生じているなど、多様な
困難を抱えていることが明らかになった。 

③ ３年目 

南アジア諸国の中でスリランカとモルデ
ィブ、また、インドのうちでは南インド、特
にケーララ州は、南アジア全体でみると、男
女ともに識字率や就学率が際立って高い傾
向が見られる。そこで南アジアの南部地域
（スリランカとインド・ケーララ州）におい
て現地調査を実施し、教育の現状や、その社
会経済的な背景や現状の問題点を明らかに
した。 



 
３． 現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している 
 (理由) 
 本調査研究は、研究代表者の当初の研究
計画とは、かなり変更せざるを得なかった。
これは前述の通り、調査国が政情不安定な
ため実施困難になったということが大き
な要因である。この点について「三人寄れ
ば文殊の知恵」というように、自分では予
想外のそれなりの成果を得られたと、一方
では思っている。 

しかしながら、研究代表者として一研究
をみると、研究目的・焦点、研究地域など
が漠然と拡散してしまったという不満が
残っている。すなわち、南アジアは地理的、
気候的、社会経済的条件が、日本よりも大
変、厳しい地域である。現地調査にできる
だけ多くの本研究メンバーの参加を優先
して計画・実施しようとすると、日程調整
は容易でなかった。また、メンバーの身体
的・体力的な条件により調査地もかなり限
定されてしまった。そのため、本人の希望
通り本研究を進めることは不可能であっ
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度にあたる今年度は、研究期間中
のまとめ作業を実施し、最終的には報告書
を作成する予定である。 

本年度の現地調査は、本調査期間を通じ
ての研究をまとめるために補足的な調査
を実施する予定である。研究代表者として
は、どこで何を実施すべきか、よく吟味し
て残りの現地調査を実施したいと考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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